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め、特に管楽器奏者たちはクラシックとジャズ、あるいはその他のジャンルの音楽について境界を超えた訓練を受けて育つ。やはりドイツのトランペッターで、オーケストラの首席奏者からジャズに転身したティル・ブレナーや、イギリスの卓越したトランペッター アリソン・ボールサムなどは、 ラシックとジャズの両方を演奏し、そ 境界を特に強く意識することもない。アメリカ合衆国でも、従来相当数のジャズ・ミュージシャンたちがクラシックの訓練を受けた後にジャズ 向かっている。古くは名門イーストマン音楽院を卒業し、クラシックのベーシストを目指した名手ロン・カーターや、 ュリアード音楽院を中退してチャーリー・パーカ とディジー ガレスピーの弟子になったマイルス・ディヴィス、クラシック・ピアノのマエストロ、アルチューロ・ベネデッティ＝ミケランジェリ 弟子に数えられることもあるピアニストのビル・エヴァンズ。近年では、ジュリアード音楽院で学び、ハイドンの協奏曲と ャズ両方の録音で八〇年代に華々しいデビュ を飾ったウィトン・マーサリ がもっとも典型的な例だろう。　
ドイツはジャズ研究も盛んで、特にアヴァン・ギャルド・ジ
ャズへの関心が深い。一九七〇年代、キ ス ジャレ がエレクトリック・ピアノを離れ、アクー ティック ピアノによ








































apo Press, 1994 ）である。
　
歓談のなかでもう一つ興味深かったのは、クラシック音楽に




Shostakovich incorporated a lot of jazz 
m
aterials in his com
positions. ）」とのコメントに彼女が深く頷いた
背景には、一八四〇年に生まれ一八九三年に没したチャイコフスキーと、一九〇三年に生まれ一九七五年 没したショスタコーヴィッチの、それぞれ十九世紀とモダンの時代 ふさわしい特質だけではなく、クラシックとジャズという二つのジャンルそれぞれの特質が意識さ ていた かも ない。実際ショスタコーヴィッチは、一九三三年に作曲され、トランペット独奏を取り入 た『ピアノ協奏曲第 番』を始めとする 連 作品で、引用やパロディの手法 並んでジャズの要素を取り入れている。後にはソヴィエト連邦におけるジャズ普及のために、通常『ジャズ組曲』と呼ばれる一連の曲を作曲してもいる。ただし、ソヴィエト連邦での前衛音楽への抑圧に配慮 たためか通常の意味での前衛色は初期の作曲以降影を潜めており、前者が極めてモダニズム的な前衛性を持つ となってい のにたいし、現在でもポピュラーな後者は、ワルツ リズムに一般にも理解されやすい緩やかなメロディ 乗せた曲となっている。後者のような例を考慮すれば、ジャズ＝前衛 いう構図が絶対的でないことも理解され が、前者が示すように、ジャズを音楽に取り入れることが前衛的なモダニズム音楽 一側面を代表する方法だった は間違 い。それ 感情移入の有無に即して語られたことに筆者は興 をそそられた だった。
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ュア・トランペッターにすぎない筆者にとってあまりにも贅沢すぎる経験だった。アマチュアと、本当の一流のプロフェッショナルとの差は絶対的である。一流のプロフェッショナルたちがこちらの理解力に譲歩しながら語ってくれたことは十分に了解した上であるけれども、歓談の経緯はある問題意識に光をあててくれる貴重な体 となった。その問題意識とは、芸術におけるパーソナルなも 、感覚的なものと、インパーソナルなもの、非感覚的な要素との対比である それを「感じられるもの」と「感じられないも 」 対比と言い換えてもいい。２．モダニズム芸術とパーソナルなも　
個人と自然との関係を芸術の中心に据えるロマン主義の芸




























貌したのかを言いあてるのは実はとてもむずかし 。十八世紀以降の芸術思潮を、啓蒙主義と古典主義、ロマン主義、リアリズム、自然主義、モダニズム、社会主義リアリズム ポス モダニズムなどと分類してみたところで、それぞれの一応異 った思潮は、古典主義とロマ 主義がある程度相互依存的な関係にあったり、ロマン主義がそれ以降の思潮 比較してより根源的であるために 以後の思潮の根底に変わらず生き続け いるからだ。モダニズムの芸術・学術的思潮は、一般に従来の十九世紀的思潮への反発であると考えられてきた。しかし、モダニ
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ニズム芸術の一般的な傾向であったことは、必ずしも驚くに値しない。モダニズムのバックボーンとなった理論の多く、フロイト主義、ニーチェの思想、マルクス主義、ダーウィニズムあるいはジェームズ・フレーザーの社会人類学などは、いずれも強く歴史を意識したイデオロギーを前提としており、起源や単一の要因を求める枠組みを脱しない、いわゆる「大きな物語」を形成していたからである。たとえばニ チェによ ディオニソスとアポロン」の交錯からなる西欧 歴史というモデルがニーチェが「ソクラテス以前」の哲学に興味を持って たことと並んで、文明の過去への回帰による西欧文明 批判という視点にその基盤 おいていたことは、それが基本的にロマンティックな衝動に基づいていたこと 示唆しているだろう。フロイト主義もまた、エディプス・コンプレックスにおいて過去の父権的権威を肯定しているし、そ 起源 探求 た『トーテ とタブー』などの著作は、フレーザーの『金枝篇』やエリオットの『荒地』と類似した、過去や原始へ 回帰によって特徴づけられている。　
フロイトやユングの理論におけるロマンティシズムや原始
主義は、人間の自我一般を意識と無意識に分割され 全体性として提示したことによって、上記のような過去への遡求と自我の欲望とを連接させ 重要 装置 もなった。夢はしばしば、過去の記憶のレポジトリーであると考えられた。ポロック 絵画の多くは、実は抽象画 言うよりも具象画、あるいは精神分
析的な原型を提示した夢的な作品であり、シュールレアリスムの絵画と共通する側面を持っていた。またポロックは、アメリカ的な絵画を生み出すにあ って、アメリカにふさわしい起源への回帰、つまりインディアンの文化への回帰を意識的・無意識的に実践していた。ポロックの有名な自画像は、典型的なアメリカ白人男性であったポロックとは似ても似つかない、インディアンに似たマスクとして描かれているし、創 にあたってポロックがナヴァフォ・インディアンの砂絵を模していたことも知られている
３。文明＝歴史・神話＝自我を等号によって結
びつける図式がモダニズム 時代の思想・芸術の根底にあり、それがモダニズム的な感性の基盤となっ いた。そ 感性はおそらくロマンティ クな感性とそれほど変わ ないも だったはずである。　
しかし、いうまでもなくモダニズム芸術には様々な異なった
傾向が共存していた 従来の芸術形式 いする反発と破壊は従来の芸術形式や感性からの逸脱を趣旨としていた。モダニズム以降の芸術一般を抽象的な原理として説明し り、それ 一般化して語ることが困難な理由はおそらくそこにある。伝統的な芸術形式、たとえば絵画における遠近法や特定色（
















































モダニズム 概念そのものが、歴史的意味づけが可能であるとの前提をもつ新批評的な全体論と歴史化によ て従来理解されがちだったとはいえ、モダニズムはそうし 定義づけを含めた従来 システムの全体性から逃れようとする方向性を持っていた
５。モダニズムにおける逸脱へ向かう思考の一部は「そ










































と呼ばれる独特の拍子を伝統的 拍子からの逸脱として取り入れたストラヴィンスキ の『春の祭典』やシェーンベルク十二音階法、疑似科学主義的なピエト・モンドリアン 「新造形主義」の理論、ジェイムズ・ジョイス 『フィネガンズ・ウ
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様に普遍的 はあり得 かったはずであり、他の形式においても可能な逸脱の一つの例にすぎなかっ ので ないだろうか。哲学者のテオドール・アドルノも の弟子として支持したシェーンベルクの十二音階法も、弟子のアラン・ベルクやアントン・ヴェーベルン、後期のストラヴィンスキーなど よっ 反復されたものの、限定された形で利用され、現代ではほとんど用いられない。シェー ベルクがアメリカに亡命 後、ロサンゼルスでのセミナーで彼の教えを受けたジョン・ケージ 、シェーンベルクに教えを受け、そ 経験について多くを語 ているけれども、ディヴィッド・ニコ ズ 指摘す よう 「作曲の厳密な方法と基本としての構造 必要性（
com
positional discipline, 
and of the fundam










ついた音や言語はケージの興味を惹かない。あるイ タヴューでケージは「シェーンベルクが教えの中でも強く説いたのは、反復とヴァリエーションでし 。それは私たちが様々な関係と呼ぶものに関わって です。 してそれから、より単純化した形で、すべては反復なのだと述べたのです。 （
The things that 
Schoenberg em
phasized in his teaching w
ere repetition and variation, w
hich 
w
ould tend to w
hat w
e call relationships. A
nd then he said—
to sim
plify it—
he said that everything w





















言うまでもなく、ケージによるこうした区別 、フェルディナン・ド・ソシュールによるシニフィアン シニフィエの分割や、語の差異による意味生成の解説 類似している。ド・ソシュールの理論が、上記と 異なるモダンな思想の別 側面、つまり歴史的に規定された視点によって意味付けられる語の必然化された意味や、個人による言語の意識的な理解を絶対視する視点を離れ、意味作用をインパーソナルな差異 ものとして
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ething that you just quoted leads in another direction as though there w
ere a 
subject. A
s though it w
as about som
ething. W


























た形を、主体やそれが含意する中心から離脱した詩における声のありかたに見出し、 「詩の奇妙さは「誰が語ってい の ？
」あ
るいは「これは誰の知覚に言及するものなのか」といっ 問いを絶えず転倒しているこ にあ （
The strangeness of the poem
 is 
alw
ays subverting a question like W
ho is speaking? O
r To w
hose perception 
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culture of spontaneity) 」で
あるとし、息による「投射詩
 ( projective verse) 」を唱えたチャー
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